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することが示唆された (Inoue and Hori, 2011)。またボーフォート高気圧の変動は、北極海の海氷分
布や海洋物理場 (海洋循環・渦)の変動を通じて、海洋中の熱・淡水・栄養塩の分布を変化させ、生態
系にも影響を及ぼすことが「みらい」等の観測で明らかになってきた。例えば、Nishino et al. (2009)
は、シベリア沖北極海での夏季の海氷消失は水中の光環境を改善し、生物活動 (植物プランクトン量














度 45 分、西経 168 度 15 分に定点観測点を設け、約 2週間 (9/10～9/25)滞在した (図 1)。定点での海
洋構造 (例として塩分)と生物パラメータ (例として Chl-a)の時系列変化を図 2に示す。定点での海洋
構造は 2層構造をしており、上層 (混合層)が低塩分で高温・低栄養塩 (図省略)、20m 付近の躍層を挟
んで下層が高塩分で低温・高栄養塩となっている。上層では時間とともに塩分が 0.5 程度高くなり、
Chl-a 濃度が 2 倍程度増大した。これに伴い基礎生産量も 2 倍近く増加した (図省略)。この間、9/14
～9/15 と 9/19～9/22 に強い北風イベントが発生した (図 3a, b)。強い北風イベント時は、海洋表層
の乱流混合が強くなり、大きな鉛直拡散係数を示した (図 3c)。それに対応して表層の栄養塩濃度も極












































図 3. 定点観測点での (a) 風向, (b) 風速, (c) 10m深の鉛直拡散係数の対数, (d) 10m深のリン酸, 及び (e) 10m深のケイ酸の時間変
化．風向、風速はラジオゾンデ観測より取得．鉛直拡散係数はターボマップによる乱流観測より算出．リン酸及びケイ酸の濃度は CTD/
採水観測より取得． 





図 2. 定点観測点での塩分 (コンター)と Chl-a [μg/L] (濃淡)の時系列断面図． 
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